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1．はじめに 

国土地理院では，平成 7 年（1995 年）1 月 17

日に発生した兵庫県南部地震（阪神・淡路大震

災）を契機に，活断層に関する詳細な位置情報

を記載した「1:25,000 都市圏活断層図」の調査

を開始した． 

本調査は，各機関の活断層研究者で構成する

全国活断層帯情報整備検討委員会において，主

に空中写真（縮尺約 1 万分の 1～4 万分の 1）を

用いた地形判読により活断層を抽出し，併せて

既存の各種調査結果も参考にして，詳細な位置

を 1:25,000 地形図（平成 26 年以降は電子地形

図 25000）上にまとめたものである． 

平成 16 年度までに三大都市圏，政令指定都

市，県庁所在都市及びその周辺を中心として

124 面が作成され，平成 17 年度以降は，地方主

要都市域周辺部（山間地域を含む）の主要な活

断層について，新たに図示項目を追加し作成さ

れてきた．平成 28 年 11 月現在，計 201 面（う

ち 20 面は第 2 版または改訂版）が整備され 181

面を公表している．（下図参照） 

本図では、最近数十万年間に約千年から数万

年の間隔で繰り返し活動してきた跡が地形に表

れているもので，今後も活動を繰り返すと考え

られる断層を｢活断層｣として図示している．こ

のうち，地形的な証拠から明確な活断層と考え

られるものを赤線，活断層の存在が推定される

が現時点では明確に特定できないものを黒線で

図示している．加えて，河川や風雨による侵食

や堆積・人工的な要因による地形の改変のため，

活断層の位置を明確に図示できない区間は破線

とした．また，活動の跡が土砂の下に埋もれて

しまっている区間は点線で図示している． 

活断層の位置のほか，活断層に関連する段丘

地形・沖積低地・地すべり地形など第四紀後半

（数十万年前から現在）に形成された主な地形

も図示している．これにより活断層周辺の地盤

状況や，活断層の活動によって地すべりが再活

動する可能性のある地域など防災に役立つ情報

を読みとることができる．本図 1 枚に図示され

ている範囲は，国土地理院刊行の縮尺 2 万 5 千

分 1 地形図 4 面分に相当する． 

なお，図の記載内容，詳しい整備範囲などは，

国土地理院のホームページに掲載されている． 

・赤枠は図郭． 

・ピンクで塗った枠が那岐山断層帯（山崎断層帯）｢津山東部｣． 
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2．口絵 

 
図１ 津山盆地と周辺地域の陰影段彩図 

陰影段彩の地図は 50ｍメﾂシュ標高値とカシミ-ルを用いて岡田作成． 

 

 
図２ 津山盆地から中国山地（那岐山）東部周辺地域の陰影段彩鳥瞰図 

陰影段彩は 50ｍメﾂシュ標高値とカシミ-ルを用いて岡田作成．中央部は那岐山（断層崖）と日本原高原． 

中 国 山 地 

津 山 盆 地 

吉 備 高 原 

那岐山 

那岐山 

日本海 

日本原高原 津 山 盆 地 

大山 
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図３ 山崎断層帯を構成する活断層の名称と断層帯の区分（地震予知総合研究振興会編集発行の Seismo2004 年 1 月号） 

 

 
図４ 山崎断層帯を構成する活断層とその周辺地域の地形 

等高線は幅 1km の谷埋めによる．等高線間隔は，実線が 100m，点線が 20m，破線部は凹地を，影部は標高 1,000m 以上 

の地域を示す（加藤ほか，2016）． 
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写真１ 陸上自衛隊日本原演習場と北側の那岐山断層崖 
 

 
 

写真２ 奈義町成松付近の那岐山断層崖（那岐山と東側の山地付近） 
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写真３ 那岐山断層帯の地形（広戸仙南麓付近を北望） 

背後の山地は広戸仙（標高：1115m）（別名：爪ノ城山，図 5 参照）であり，この南側に佛山・オビサオ山がみられ，これらの

間の鞍部を声ヶ乢断層が通過する．佛山・オビサオ山の南側を那岐山断層が，さらに南側の丘陵・段丘（写真中央）を那岐池断

層が通る．津山市（旧勝北町）大吉付近より北方を望む． 

 
 

 
写真４ 山形仙（右手背後の山頂）南麓－金剛山（左手中景の小山）付近の那岐山断層と那岐池断層 

那岐山断層は山地斜面の傾斜変換線を走る．那岐池断層は中景の段丘面を変位．津山市（旧勝北町）西村を西望． 
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写真５ 那岐池断層に伴う低断層崖（撓曲崖） 

陸上自衛隊日本原演習場内を那岐池断層が通り，低断層崖（撓曲崖）が認められる．津山市（大吉付近）と奈義町の境界線から

北方を望む． 
 
 

 
 

写真６ 那岐山断層崖（背後の山地南側斜面）と那岐池断層に伴う断層崖 

中景の丘陵南縁を那岐池断層が通過する．奈義町滝本付近から北方を望む． 
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写真７ 大別当山北側の断層破砕帯 

奈義町上高円北方（大別当山北側道路脇）で観察された断層破砕帯．この位置には鞍部列から判読される推定活断層が東西方

向に通ることから，これに伴う破砕帯とみられる．西方を望む． 

 
 

 
写真８ 津山盆地北東部（奈義町山口・高円付近）の地形 

津山盆地北東部に位置する奈義町山口・高円付近の段丘－沖積低地の地形．大別当山城跡から南方を望む． 
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3．津山東部と周辺の地形概要 

 中国山地はほぼ東西方向に長く連なり，その

脊梁部は日本海斜面と瀬戸内斜面との中央分水

界となっている．津山盆地周辺では那岐山（な

ぎさん）（標高：1255m）がもっとも高峰をなし，

その周辺には急峻な山地斜面が伴われている

（口絵図 1）．その南側斜面は特に急傾斜であり，

典型的な断層崖として知られてきた．さらに南

麓に展開する開析扇状地起源の日本原（高原）

との間に顕著な高低差が見られ，山地と高原の

地形的な対立は見事である（口絵図 2）． 

  中国山地と播但山地の南側ないし南西側には

吉備高原が広がるが，これらを境するようにし

て山崎断層帯が走る（口絵図 3・4）．山地と高

原の地形的な対立には，山崎断層帯の活動が関

与してきた可能性が指摘できる． 

 津山盆地は中国山地の南側に位置し，さらに

南側に広がる吉備高原との間の相対的に低い丘

陵や台地・沖積低地で構成される．盆地内の標

高は概ね 100-200m であるが，周辺部は 300m 前

後に達する．盆地の西部を吉井川が南流し，中

東部を吉井川支流の加茂川が南へと流下してい

る．さらに東側を吉井川支流の滝川・梶並川な

どが南流している． 

 盆地内を南流するこれら諸河川は丘陵や河成

段丘面を下刻しながら，幅の狭い沖積低地を局

所的に伴っている．日本原と奈義町中心部に広

がる日本原高原は高位から低位までの段丘面が

比較的幅広く多段に発達しており（図 5），中国

地方の地形としてはやや特異な景観を呈する．

この周辺部の地形（面）と堆積物は那岐山（な

ぎせん）断層帯の活動度を解明する上で貴重な

ものとなっている． 

 

3-1 地形・地質 

本図幅は津山盆地と周辺域に位置し，山地・

丘陵・段丘（台地）・沖積低地が複雑に交錯して

いる．とくに東半分に当たる日本原周辺は，多

段の段丘面と沖積面が比較的広く分布しており，

地形発達を考える上で重要な位置を占めている．

また，活断層によって切断された段丘面や段丘

崖，河谷などが認められるので，それらの形成

年代は活断層の活動性を評価する上でも貴重で

ある． 

那岐山から山形仙（津山市北東部）にかけて

の南麓域には，角礫質の堆積物が広く分布する

ことから，椙山（1933）はこれを colluvium と

記載した．竹山（1930）は京原礫層，河合（1957）

は日本原層と名付けている． 

岡山県（1996）では，高位段丘面を HⅠ・HⅡ・

HⅢの 3 段に，中位段丘面を M に，低位段丘面を

LⅠ・LⅡ・A の 3 段に区分し，段丘面の開析度

や現河床との比高・縦断形などを考慮して概略

的な段丘面の形成年代を，HⅠ（45 万年前）・H

Ⅱ（35 万年前）・HⅢ（25 万年前）・M（15 万年

前）・LⅠ（4～6 万年前）・LⅡ（2～3 万年前）・

A（1 万年以新）と推定した． 

日本原を典型例とする高位の河成段丘面は本

報告では上位段丘面として図示しているが，こ

うした段丘面はすべて河川が形成したものであ

り，北側から南側へと低下していく．礫は角礫

質であり，土石流性の扇状地起源とみなされる．

那岐山断層崖の麓では，主に重力の作用により

落下した崖錐も含まれている． 

 以下に河成段丘面を上位段丘面から下位段丘

面に向けて分類・記述するが，小倉（2002，2004）

による研究の概要と照らし合わせて，それらの

特徴や火山灰層との関係・形成年代について述

べる（図 5・表 1）． 

  上位段丘面は小倉（2002，2004）のＮ－1 面で

あり，日本原テフラ（大山起源の DOP；19±6 万

年を含む）の降下期に近い．形成年代として約

20 万年前とみなされている． 

 中位段丘面の代表例は小倉（2002，2004）の

Ｎ－2 面であり，亜円礫層よりなる．この面よ

り高位のⅠ面構成層中に成松川テフラ（大山起

源の DBP；10～11 万年前を含む）を含むことか

ら，中位面（Ｎ－2 面・Ⅱ－1 面）は約 10 万年

～約 6 万年前頃の形成とみなされている． 

  下位段丘面は最終氷期の寒冷期に形成された

地形面群であり，Ⅱ－1.5 面の形成時期は約 3

万年前頃と推定されている．Ⅱ面－2c・2d 堆積

物には，AT（姶良丹沢火山灰層；約 3 万年前）

や Sh（大山起源の下のホ－キ）が挟まれるので，

これらの降下期以降に下位面は形成されており，

未風化の新鮮な堆積物で構成される．段丘面は

現河床面と上位面・中位面との間に細長い分布

形をもって発達する． 

 なお，標高 150-200m の定高性をもつ丘陵の稜

線部には，亜円礫を主体とした未固結の第四紀

層が分布している．この丘陵背面を小倉（2002，

2004）は０面として認めているが，堆積面に近

い高度を有しており，約 20 数万年より以前に

形成されたとみなしている．この分布域は局所

的であり，全体としての位置付けは判明してい

ない． 
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図５ 那岐山断層崖南麓地域の地形分類図（小倉，2004 に基づく）． 
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表１ 本報告と小倉（2002，2004）との地形面・火山灰層・形成年代の対比分類表 

  本報告 小倉博之（2002，2004） 形成年代・火山灰層との関係など 

 沖積面 沖積面 K-Ah 

 

  下位段丘面 

 

 

Ⅳ面 

Ⅲ面 

Ⅱ面－2c・2d 

Ⅱ－1.5面 

滝川ﾃﾌﾗ[揖保川ﾃﾌﾗ,Hs-2]を含む 

大山・下のﾎ-ｷ（Sh） 

AT・Shを挟在 

約3万年前 

 

  中位段丘面 

 

Ⅱ－1面 

Ｎ－2面 

Ⅰ面 

約6万年前 

約10数万年前 

約15万年前・成松川ﾃﾌﾗ（DBPを含む） 

  上位段丘面 Ｎ－1面 約20万年前・日本原ﾃﾌﾗ（DOPを含む） 

  丘陵背面 ０面 約20数万年以前 

火山灰層の年代は町田・新井（1992，2003）も参照した． 

 

3-2 那岐山断層帯（なぎせんだんそうたい）の

研究史 

 岡山県北東部に位置する津山盆地は北側を中

国山地に南側を吉備高原に限られた相対的に低

い地域である．盆地内には丘陵や河成段丘・沖

積低地が複雑に交錯して分布するが，段丘面や

低地は北東部の日本原周辺にややまとまりをも

って発達する． 

 当域周辺でもっとも高峰をなし，高低差を有

する山地は那岐山（標高：1255m）とその周辺で

ある．中国山地の脊梁部にあたり，日本海側と

瀬戸内海側を分ける中央分水界ともなっている．

那岐山の南側斜面は比高が約千 m に達する急傾

斜面であり，その山麓線はほぼ東西方向に直線

状をなして延びる．これを辻村（1932）は那岐

山断層崖と命名し，活断層に起因して形成され

た急斜面としたが，この断層崖の性格や活断層

に関する詳しい記述は行われていない． 

 河合（1957）は縮尺 5 万分の 1 地質図幅「津

山東部」を刊行し，基盤岩石類が勝田層群（中

期中新世）に乗り上げる美作衝上断層を検出し

ている．この衝上断層は盆地北縁部を屈曲しな

がらほぼ東西方向へ約 23km 以上にわたって延

びる．北側から南側へ衝き上げる高角度から低

角度の逆断層であるが，変位地形は伴われてい

ない．後述の那岐山断層帯の位置に近接してい

るが，詳しい位置は異なっており，こうした位

置や性質からみて，美作衝上は活断層では無い

と言える． 

 活断層研究会編（1980，1991）は主に縮尺約

4 万分の 1 空中写真類の判読により，活断層や

リニアメント（線状構造地形）などを縮尺 20 万

分の 1 地勢図に示した．那岐山南麓域の主な活

断層として那岐山断層を図示し，変位基準を山

地・丘陵の高度差に求めて，これを確実度Ⅱ，

活動度 B 級の活断層として表示したが，さらに

詳しい検討は行われていなかった． 

  岡山県（1996）は山崎断層帯大原断層(口絵図

３)を主な調査対象として詳細な調査を実施し

た．大原断層についてはトレンチ掘削調査や物

理探査などの詳細な調査を行った．那岐山断層

も調査対象に加えられており，縮尺約 2.5 万分

の 1 の地形分類図や地質図を作成し，野外踏査

も行っている．しかし，那岐山断層の主要部は

ほぼ全域が陸上自衛隊の演習地内であり，トレ

ンチ調査や地下構造探査などの詳細調査は実施

されなかった． 

  中田・今泉編（2002）による「活断層詳細デ

ジタルマップ」による調査では，縮尺約 4 万及

び 2 万分の 1 空中写真類による判読が行われ，

活断層の分布や性質が検討されているが，野外

調査を踏まえた精査は実施されていない． 
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4．那岐山断層帯と関連する現象 

 今回の「津山東部」図幅の調査では，国土地

理院が撮影した縮尺約 4 万分の 1・約 2 万分の

1・約 1 万分の 1 の空中写真類による立体視を

通して判読作業を実施し，活断層や関連するリ

ニアメント（線状構造地形）の検出や検討を行

った．作業基図としては主に縮尺 2.5 万分の 1

地形図を使用したが，奈義町が作成した縮尺

2,500 分の 1 詳細地形図も使用した． 

 活断層や段丘面の発達が良い奈義町域につい

ては，主要な場所について地形や地質の野外観

察も実施した．また，既往の調査成果（報告書）

や学術文献についても検討を行い，適切な成果

については取り入れた．こうした調査により判

明した活断層や主なリニアメントについて以下

に解説する． 

 

4-1 那岐山断層帯 

  那岐山（標高：1255m）・滝山（標高：1196m）

を経て山形仙（標高：791m）に至る山地列の南

麓には，那岐山断層帯とよばれる活断層群がほ

ぼ東西から東北東－西南西方向にかけて分布す

る（口絵写真 1・2）．活断層研究会編（1991）で

は，那岐山断層のみを図示しているが，数本の

活断層が並走するので，断層帯と表現するのが

妥当である． 

 明瞭な変位地形を伴う部分は長さ約 12km で

あるが，延長部に位置する推定活断層を含める

と，約 14km になる．上下変位成分は北側上が

り・南下がりである．横ずれ変位成分はやや明

瞭さに欠けるが，左横ずれを示唆する声ヶ乢（こ

えがたわ）断層（東西走向）と右横ずれを示す

那岐山断層（東北東－西南西走向）とがあり，

これらの中央軸にあたる東西方向に当域は最大

圧縮場があることを示唆する． 

 なお，形成年代が詳しく解明された地形面や

地形線（河谷・段丘崖など）を使用しての変位

量は求められていないので，平均的な変位速度

は判明していない．また，新期の活動が具体的

に判る断層露頭は見つかっていない．さらに，

トレンチ掘削調査は行われていないことから，

最新活動時期に関する情報は得られていない．

（1）声ヶ乢断層 

  広戸仙（標高：1115m）（別名：爪ノ城山，図

5 参照）から南西方向の山形仙（標高：791m）に

連なる稜線には声ヶ乢（こえがたわ）と呼ばれ

る明瞭な鞍部地形がある．この東方には，佛（ひ

じり）山の北側鞍部，オビサオ山のすぐ北側の

鞍部，オビサオ山の北東側の鞍部などがあり，

これら鞍部列を連ねる活断層が推定される（口

絵写真 3）．さらに東側には，甲山（標高：777m）

の南側斜面に傾斜変換線が認められ，これへ連

なるとみなされる．このような連続性を示す活

断層は，今回の調査によって新たに認定され，

峠の名前を採用して声ヶ乢断層と命名した． 

 声ヶ乢断層は津山市奥津川から奈義町関本ま

でほぼ東西方向に約 10km 延びる活断層である

が，地形的な相違から大きく東西 2 つの部分に

分けられる． 

 津山市奥津川から大吉付近までの西側部分は，

北側山地の南麓に傾斜変換線を伴った鞍部が直

線状に配列するが，山地高度の相違から南下が

りと見られる．2・3 の河谷が 200m 程度の左横

ずれ屈曲を示すので，左横ずれが伴われた断層

と考えられる． 

 津山市大吉付近から奈義町成松さらに東方の

関本までの東側部分は，那岐山断層崖の南麓に

沿って傾斜変換線として連続する．全体的にみ

れば大きな地形の変換線に一致するが，低断層

崖や傾斜変換線などの変位地形はさほど明瞭で

はない．奈義町是宗付近では東西方向へ延びる

傾斜変換線が緩傾斜の地すべり性堆積面に認め

られる（図 6）．この東方延長は那美池がある鞍

部地形に連なり，さらに南東の傾斜変換線へと

連続するが，南側へ緩傾斜した地すべり性段丘

面であるので，変位地形としては不明瞭である．

また，現河谷である沖積低地では活断層は伏在

となっているが，南北両側に分布する地形（面）

からみて，上下変位成分は南側下がりとみなさ

れる． 

 さらに，奈義町宮内付近や成松付近，上高円

－高円付近には段丘面を南落ちさせるほぼ東西

方向の低断層崖が認められるが，連続性は短い．

これら複数の短い活断層は声ヶ乢断層の東部域

が大きな撓曲帯（変形帯）であり，その帯内に

形成された副次的な断層である可能性を示唆す

る． 

 年代が判明した地形面やそれを変位基準とし

た上下変位量は求められていないので，平均的

な上下変位速度は不明である． 

 なお，声ヶ乢断層の西北西方向に推定活断層

が認められる．これは津山市奥津川から公郷仙

（くごうせん）（標高：862m）の南西方の鞍部を

経て，下谷・上大・大杉方面に至る．傾斜変換

線やこれを伴う鞍部地形の連続として比較的明

瞭に断層線は追跡されるが，段丘面や第四紀層

などが分布しないため，第四紀後期の活動性の
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有無について明確な判断材料が無い．しかし，

未固結の断層破砕帯を伴った断層の存在が示唆

されるため，推定活断層として図示した．この

推定活断層部分の長さは約 4.5km であり，これ

を含めると，声ヶ乢断層の全長は約 14km とな

る．

 
図６ 奈義町那美池付近の詳細地形図と声ヶ乢断層． 

  

（2）那岐山断層 

  那岐山断層は山形仙（標高：791m）の南斜面

下部とさらに下方の丘陵との間の傾斜変換線沿

いを走る（口絵写真 4）．走向は東北東－西南西

方向であり，直線状に延びる．津山市下分から

大吉付近まで約 6km にわたって延び，さらに北

東側では声ヶ乢断層に合流する． 

 活断層研究会編（1980）の｢日本の活断層｣，

活断層研究会編（1991）の｢新編日本の活断層｣

で図示されてきた那岐山断層の位置にほぼ一致

するが，これらは両側の延長部をさらに長く直

線状に描いている．しかし，本報告では中部の

明瞭な部分のみを活断層として図示し，両側の

延長部ではリニアメント地形が急に不明瞭とな

ることから，推定活断層や連続性が中断される

と表現した． 

 なお，岡山県（1996）によるリニアメント分

布図でもほぼ同じ位置に活断層を認めており，

山形仙東南部の断層線にあたる場所で泥質片岩

部に破砕部が観察されると記載している． 

 この断層の西半部にあたる津山市桜・新野山

形・西上・西村の北方では，断層線は山地の急

斜面と丘陵との間の傾斜変換線に一致し（口絵

写真 4），鞍部の地形や河谷の屈曲なども連なる

ので，活断層の位置や運動様式の認定は確実で

ある．なお，断層を横切る数多くの河谷に系統

的な右横ずれ屈曲が認められるが，屈曲量は約

100ｍ程度以下と比較的少ない．また，南側下が

りの低断層崖が東半部に数多く認められ，右横

ずれを伴う南下がり活断層とみなされる． 

（3）那岐池断層  

  山形仙（標高：791m）の南側山地斜面を縁取

る丘陵の末端に沿って那岐池断層が認定される．

この断層は西部の津山市新野山形・西村付近で

は，東北東－西南西方向から東西方向へと延び

る（口絵写真 4）．中部の日本原段丘面を横切る

部分では，断層線は東西方向（口絵写真 5），東

部の奈義町那岐池南から林・片山（口絵写真 6）

では，西北西－東南東方向となり，大きく凸形

をえがいて湾曲する．南西部の津山市新野山形

付近では，主断層の南側に並行して南側下がり

の短い縦ずれ断層が認められ，これは雁行状に

配置している． 

 津山市下分から奈義町広栄付近まで延びる主
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要部はほぼ 1 本の断層線として追跡され，横ず

れ変位地形は不明瞭である．南側下がりの縦ず

れ断層と認定され，やや湾曲した断層線の形態

から北側から南側へ突き上げる逆断層とみなさ

れる．長さは南西部の分岐断層の部分を含めて

約 9 km である． 

 岡山県（1996）の調査でもほぼ同じ位置に活

断層を認定している．岡山県（1996）によれば，

陸上自衛隊日本原演習地内に発達する高位段丘

面（HⅢ面）が南落ちの撓曲崖で変位を受け，20m

の上下変位量を求めている（口絵写真 5）．しか

し，縮尺 2,500 分の 1 地形図を使用して作成し

た地形縦断図により，計測した上下変位量は約

10m である（図 7）．本報告で上位段丘面とした

日本原の段丘面は小倉（2002，2004）のＮ－1 面

であり，日本原テフラ（DOP）降下期頃の形成と

され，約 20 万年前と見積もられている．これら

の値を採用すると，那岐池断層単独の活動度は

千年あたりの平均上下変位速度が 0.05ｍであ

り，松田（1975）や活断層研究会編（1980，1991）

にしたがえばＣ級の活断層となる． 

 岡山県（1996）によれば，さらに東側の廠舎

池東尾根（燧池南側）の HⅡ面（本報告の上位

段丘面，小倉（2002，2004）の０面及び N-1

面）に 20～30m の上下変位量を認めている．

2,500 分の 1 地形図（図 7）では，那岐池断層

の南北両側で本報告の上位段丘面（岡山県，

1996 の HⅡ面）に高度差が認められる．簡易的

な地形縦断図を作成して求めた上下変位量は約

20m である．なお，この付近の地形面は岡山県

（1996）によれば約 35 万年前頃としている．

ただし，年代値の推定根拠については，正確な

資料に基づいたものではない．  

 また，那岐池断層の西側（津山市西上付近）

の低位面（L1 面）に 2～4m の上下変位量が認め

られると，岡山県（1996）の付図 3.2（リニアメ

ント分布図及び地形面分類図）に示している（口

絵写真 4）．陸上自衛隊日本原演習地内の撓曲崖

の位置で段丘面を覆うロ－ム層の直上に分布す

る黒ボク土壌に変位が生じているとしている．

境界面は走向：N62°Ｗ，傾斜：65°NE を示し，

これより南側が約 60cm 低下しているとし，南側

の黒ボクにロ－ムの破片が含有されていること

から，断層運動により直接形成された露頭では

なく，地表下の断層の影響により，ロ－ム層の

上位に分布していた黒ボクが下位のロ－ム層と

共に崩落して形成されたものと推察している． 

 なお，黒ボクの年代は直接には測定されてい

ないが，一般に完新世に形成されたと考えられ

ているので，那岐池断層が完新世にも活動した

と岡山県（1996）はみなしている． 

 
図７ 奈義町那岐池付近の詳細地形図と那岐池断層． 



15 

4-2 推定活断層（地表） 

  本図幅内でも，北西－南東方向・北東－南西

方向・東西方向に延びるリニアメント（線状構

造地形）が認められる．これは鞍部列・直線状

谷・傾斜変換線などとして追跡されるが，活断

層としての確実な変位地形は検出できない．山

地や丘陵では，活断層を判定する指標となる段

丘面や第四紀層などが分布しないため，第四紀

後期の活動性の有無について直接的に判定する

ための基準に欠ける． 

 一方，明瞭なリニアメントが連続することは

未固結の断層破砕帯を伴った断層が存在するこ

とを示唆する．山地・丘陵では一般に侵食作用

が激しく，変位地形は速やかに消失する可能性

も大きい．こうした地形的な性質や特徴により，

活断層の存在も推定されるが，現段階では明確

に特定できない．こうしたリニアメントを推定

活断層（地表）として図示した．しかし，この

多くは破砕帯に沿う選択的な侵食作用で生じた

組織地形（岩石の削剥に対する抵抗性の違いや

地質構造を反映する浸食地形）の可能性もある．

また，活断層であるとしても，変位速度は小さ

く，1 回の変位量は少ないと予想される．さら

に，活動間隔が長い場合にも，地形的な表現が

消滅する可能性も考えられるが，いずれの場合

でも活断層であるとしても活動性は低いとみな

される．主な推定活断層について次に概要を述

べる． 

（1）黒尾トンネル南－塩木の推定活断層 

  これは図幅の北東部に位置し，北西－南東方

向に約 4km 延びる．国道 53 号線の黒尾トンネ

ル南方の馬桑川から，美作市阿草・塩木に連続

する．岡山県（1996）でもリニアメント Y-2 と

して図示し，鞍部の直線状配列や山地の高度不

連続が認められる．東側の｢佐用｣図幅（岡田ほ

か，2002）には描かれていないが，このような

リニアメントは直線状に延び，長さ計 7km 程度

となる．山崎断層帯北西部に位置する大原断層

（口絵図 3）の北西端部から北西方向へ分岐す

るような配列をしている．これに沿って明瞭な

変位地形は認定できないが，鞍部列や山地高度

の不連続から推定活断層として示した．組織地

形の可能性もあることから，詳しい野外踏査や

断層破砕帯の研究が要請される． 

（2）那岐山南東斜面の推定活断層 

  那岐山の南東約 1km の山地斜面途中に北東－

南西方向に連なる鞍部列が認められる．約 4km

の連続が認定されるが，南西側では山地斜面の

傾斜変換線としてやや方向を変えて東西方向に

近くなる．急傾斜の山地斜面を斜断するため，

侵食作用も大きいと想定される．鞍部の地形が

鮮明に連なるので，変位地形は認定できないも

のの，推定活断層として図示したが，詳しい野

外調査が必要である． 

（3）那岐山断層崖南麓の推定活断層 

  那岐山断層崖の下部近くに傾斜変換線や鞍部

列が認められる．那岐池へと流れ下る河谷沿い

では，滝神社や稲荷神社よりやや下方の山地斜

面に見られ，この位置から東方の淀川沿いの｢蛇

淵の滝｣の南西方にかけて東西方向に認定され

る．明瞭な傾斜変換線であり，一部に鮮明な鞍

部の地形も伴われるので，活断層の可能性もあ

るとして図示した． 

（4）下谷－大杉の推定活断層 

 声ヶ乢断層の西北西延長部に認められる推定

活断層については，すでに 4-1-（1）声ヶ乢断層

の項で記載した．これは津山市奥津川から公郷

仙（標高：862m）の南西方へ延びる尾根筋にあ

る鞍部を経て，下谷・上大・大杉の各集落の山

地側に鞍部や傾斜変換線として連なる． 

 傾斜変換線やこれを伴う鞍部地形の連続とし

て比較的明瞭に断層線は追跡されるが，一部に

低断層崖に似た地形も認められた．しかし，集

落や田畑などの作成による人工改変を受けてお

り，自然地形かどうかの判定が困難であること

から，推定活断層として示した． 

 

4-3 推定活断層（地表）（位置不明確） 

（1）大別当山北－鎌倉山北・馬桑－中右手の推

定活断層（位置不明確） 

 推定活断層のうち，位置がやや不明確であり，

地形的にも不明瞭なリニアメントである．安全

性も考慮して図示したが，この多くは第四紀中

期以前に活動した古い断層であり，断層破砕帯

に沿う選択的な侵食作用や削剥に対する抵抗性

の相違によって形成された組織地形の可能性も

高い．上述の 4-2 推定活断層（地表）よりやや

不明瞭である． 

 八巻山（標高：756m）から大別当山に至る尾

根筋に道路と鞍部（標高：550m）があるが，こ

の位置から鎌倉山北側の鞍部に連なる推定活断

層（位置不明確）が認められる．山地斜面途中

の傾斜変換線も認められるが，やや明瞭さは落

ちる．さらに東方の美作市馬桑から中右手南方

へと東西方向へ延びる鞍部列があり，これらの

長さは約 4km に達する． 

 大別当山北側鞍部の道路脇において，幅数

10cm の断層破砕帯が基盤岩石中に観察され（口
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絵写真 7），走向はほぼ東西，高角度を示した．

この付近を通る推定活断層に伴う破砕帯の可能

性が高い． 

（2）津山市上高倉－大篠（後谷）付近の推定活

断層（位置不明確） 

  津山市上高倉－篠山・後谷付近には，山地中

の鞍部列や山地と丘陵との地形境界線が認めら

れ，活断層の可能性が小縮尺の地図上に推定さ

れてきた（活断層研究会編，1980，1991）．この

位置は前述した那岐山断層の南西方の延長部に

あたるので，一連の那岐山断層として図示され

てきた．しかし，大縮尺の空中写真や地図で判

読してみると，地形的には那岐山断層中部に比

べて不明瞭である．方向も異なるリニアメント

も認められることから，推定活断層（位置不明

確）として示したが，すでに活動を停止した断

層や侵食に対する抵抗性の違いを反映した組織

地形である可能性も高い． 

 

5．山崎断層帯との関係 

  山崎断層帯主部が左横ずれ活断層であるとの

指摘は松田・岡田（1968）や Huzita（1969）な

どで最初に示された．北西から順に大原断層，

土万（ひじま）断層，安富断層，暮坂峠断層が

雁行状に配列して長く連続的に分布し（安藤，

1972；福井，1981；活断層研究会編，1980，1991；

兵庫県土木地質図編纂委員会，1997；岡田・東

郷編，2000），これらの詳細位置は岡田ほか（2002）

や千田ほか（2002）で図示された．さらに南東

側へしばらく間隔を置いて，琵琶甲・三木の各

断層が分布する（岡田・東郷編，2000；図 1）． 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会（2003，

2013）によれば，山崎断層帯は岡山県北東部か

ら兵庫県南東部にかけて分布する活断層帯であ

り，那岐山断層帯，山崎断層帯主部，草谷断層

の 3 つの起震断層に区分され，それらの長期評

価が公表されている（口絵図 3・4）． 

  那岐山断層帯は岡山県苫田郡鏡野町から勝田

郡奈義町に延びる断層帯であり，ほぼ東西方向

に長さ約 32km 延びるとされてきた．断層帯の北

側が相対的に隆起するが，横ずれの指摘はほと

んどなされて来なかった．長期評価では津山盆

地北部のリニアメントと那岐山断層帯を合せて

長さ約 32km としているが，両者の地形的な表現

は大きな差違があり，両者間の距離も離れてい

るので，一連の活断層とするには問題がある． 

 今回の調査では,変位地形が明瞭な区間は声

ヶ乢断層で約 10km，那岐山断層で約 12km であ

る．声ヶ乢断層の西北西方向延長部に位置する

推定活断層を含めると，声ヶ乢断層は約 14km に

なる．これらの断層（帯）の長さは従来の指摘

より短く，半分以下となる． 

 山崎断層帯主部は，岡山県美作市から兵庫県

三木市に延びる活断層帯であり，西北西－東南

東方向へ長さ約 79km にわたって直線状に連な

る．この断層帯を境にして，山地高度は北東側

の播但山地と南西側の吉備高原とで大きな差違

がある．北東側は 600～1000ｍ以上，南西側は

400～500ｍ以下となり，数百ｍに及ぶ高度差が

みられる（口絵図 4）．山崎断層帯主部は北西部

と南東部に分けられ，前者はさらに大原，土万，

安富，暮坂峠の各断層に，後者は琵琶甲，三木

などの断層に分けられる（口絵図 3）． 

 このように長大な断層帯であり，地形的にも

明瞭ないくつもの活断層に分けられることから，

兵庫県（1997，1999，2000，2001）は多年度に

わたり活断層調査を実施してきた．山崎断層帯

主部南東部については，産業技術総合研究所に

よる補備的な調査も行われている． 

 これらに属する各断層はほぼ直線状に延びる

断層谷を形成し，これを横切る尾根や河谷が系

統的に左横ずれ屈曲をしている（安藤，1972；

福井，1981；千田ほか，2002；岡田ほか，2002）．

当域でもっとも大規模な河谷でも，左ずれ屈曲

量は最大 500ｍ程度であるが，中・小規模の河

谷では 300ｍ程度から数 10ｍの明瞭な屈曲が多

い．これは変位速度からみて，発現時期が第四

紀中頃以降と新しく，累積変位量が少ないこと

を示唆する． 

 大原断層で行われた美作市古町トレンチ調査

により，遠田ほか（1995）は完新世に 4 回のイ

ベントを確認し，最新活動（8 世紀以降）とそ

の 1 つ前との活動（約 3400 年前以降で 7 世紀

以前）及び活動間隔を求めている．さらに，美

作市西町でのトレンチ調査では，岡山県（1996）

による最新活動時期は AD700 年～1040 年の間，

最新活動期の 1 回の左ずれ量は約 2ｍと求めて

いる．さらに，美作市中町で低位段丘崖が約 30m

左ずれし，この形成時期は約 3 万年前と推定さ

れることから，千年につき 1m の平均左ずれ変

位速度を求めている． 

 姫路市安富町安志では，安富断層を横切るト

レンチ調査が行われて，谷底堆積物を切断する

断層が観察され，最新活動時期（7 世紀後期か

ら 12 世紀の間）や活動間隔（約千年から数千年

程度）などが求められた（安藤ほか，1986；岡

田ほか，1987）．この東側谷底でも兵庫県（1998）
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がトレンチ調査を実施し，谷底堆積物を切る明

瞭な断層を確認した．2840～2930 年前の地層を

0.4ｍ，12360～12880 年前の地層を 1.5m，AT 火

山灰層を 2m，上下方向に変位させており，これ

らの間に累積的な北東側の隆起が認められた．

最新活動期は 710～1600 年前に，この 1 つ前の

活動は 2290～2840 年前に起きた可能性が高く，

活動間隔は 1200～1700 年となる．最新活動時の

変位量と上述の各地層の上下変位量から活動間

隔は，千数百年から 2 千数百年と求められた． 

  これらの事実を総合的に考えると，最新活動

は 868 年播磨地震であり，大原断層から安富断

層に至る山崎断層帯主部北西部が活動したとみ

なされる．1 つ前の活動は約 3400 年以後で約

2900 年前以前であり，平均活動間隔は約 1800－

2300 年とみなされる（地震調査研究推進本部，

2013）．この活動区間の長さは約 50km に及び，

約 2－5m の左横ずれ変位が伴われ，活断層沿い

では震度 7 に達する激震が起こったと考えられ

る． 

  なお，山崎断層帯主部東南部（琵琶甲断層・

三木断層）や草谷断層については，津山盆地か

ら離れるので，ここでの紹介は省略する． 

 

6．当域の地震とこれに関連する現象 

6-1 歴史地震 

 津山盆地や周辺域を震央とする歴史時代の被

害地震は知られていない（宇佐美，2003；宇佐

美ほか，2013）．しかし，トレンチ調査を含む活

断層に基づくと，山崎断層帯沿いには大地震が

歴史時代の前期に発生したことがあり，当域に

も大きな震動が伝わったと考えられる． 

  宇佐美（2003）や宇佐美ほか（2013）によれ

ば，播磨（国）地震は次のように記されている．

「868 年 8 月 3 日（貞観 10 年 7 月 8 日）播磨・

山城で地震（M ≧7.0）があり，播磨諸郡の官舎

や諸定額寺の堂塔がことごとく顚倒した．京都

でも垣屋が崩れるものもあった．この震央は一

応当時の国府（現在の姫路，緯度:34.8°，経

度:134.8°）とされ，山崎断層の活動によると

みなされる」． 

  さらにやや範囲を広げてみると，次のような

歴史地震が津山盆地の周辺地域で発生している． 

  宇佐美（2003）によれば，1711 年 3 月 19 日

（宝永 8<正徳 1>年 2 月 1 日）亥の下刻に伯耆

（津山の北西方の緯度:35.2°，経度:133.8°付

近）で規模 M≓61/4 の地震があった．因幡・伯耆

の両国で家 380 が潰れ，死者は 4 名，山崩れや

田畠の被害が生じた．また，美作の大庭・真島

両郡（26 ｶ村，持高 1,723 石余）で全潰 118，半

潰 141，堂舎半潰 18，山崩れ 70 ｶ所，田畑の荒

廃（9.6 反）が生じた．大山で雪が摺り落ちた．

京都・鳥取・金刀比羅・名古屋でも有感であっ

た． 

 

6-2 現在の地震活動と関連する現象  

 地震調査研究推進本部（2003，2013，2016）

は山崎断層帯と周辺域の測地観測・地震観測な

どをまとめている．これらによれば，概略は以

下のようである． 

 2000 年以降における那岐山断層帯周辺の地

震観測結果では，断層帯付近の地震活動は比較

的低調である．なお，この断層帯付近における

地震発生層の下限の深さは約 15km である． 

 一方，山崎断層帯主部と周辺地域では地震に

関する状況はかなり様相が異なる．山崎断層帯

主部沿いでは現在でも小規模から中規模の地震

が多発しており（岸本・尾池，1985），兵庫県南

部地震の直後にもその活動が増えたことが判っ

ている（渡辺ほか，1996）．なお，1961 年（M5.9），

1973 年（M5.1），1984 年（M5.6），1990 年（M5.1）

などが山崎断層帯沿いで近年に発生したやや大

きめ（中規模）の地震である（佃ほか，1977；

佃，1985）．1984 年 5 月 30 日に発生した地震は

深さが 17km 付近であり，暮坂峠断層の北西端部

を震央とし，この断層に沿って余震も集中して

起こった．姫路で震度 4 であり，比較的軽微な

被害が兵庫県南西地域で生じた．各種の観測が

行われており，地震発生前後における測地・地

震発生の変化が捕らえられている（渡辺・尾池，

1985）． 

 1887 年以降の約 100 年における測地観測結果

では，東西方向の縮みが見られる．また，最近

約 12 年の地震観測結果によれば，断層帯沿い

に小規模な地震が数多く発生していることが観

測されている．こうした地震発生は断層帯に近

接した幅狭い地帯で起こっているのではなく，

10 数 km に及ぶやや幅広い地帯で集中的に発生

している．この断層帯付近における地震発生層

の下限の深さは 20km 程度である（地震調査研究

推進本部，2013）． 

 

6-3 山崎断層帯の地震の長期評価 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会（2003）

は，それまでに得られた山崎断層帯調査の成果

を総括して長期評価を公表した．しかし，その

後に一部活断層沿いの調査成果が得られたこと
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から評価の見直しを行い，地震調査研究推進本

部（2013）として，山崎断層帯の長期評価を一

部改訂版としてまとめた． 

 本地域に関係する那岐山断層帯と山崎断層帯

主部について，要点のみ述べる． 

（１）那岐山断層帯の位置及び形状 

那岐山断層帯は，岡山県苫田郡鏡野町から岡

山県勝田郡奈義町に至る断層帯である．長さは

約 32km であり，ほぼ東西方向に延びており，断

層帯の北側が南側に対して相対的に隆起する断

層帯である． 

（２）那岐山断層帯の過去の活動 

那岐山断層帯の平均的な上下方向のずれの速

度は約 0.06-0.09m／千年であり，経験則から求

めた 1 回のずれ量と平均的なずれの速度に基づ

くと，平均活動間隔は 2 万 4 千年－5 万 3 千年

程度としている． 

（３）那岐山断層帯の将来の活動 

那岐山断層帯では，マグニチュ－ド（M）7.3

程度の地震が発生する可能性があり，そのとき

断層帯の北側が南側に対して 2-3m 程度高まる

段差が生じる可能性がある．本断層帯は，最新

活動時期が判明していないので，最新活動後の

経過率は不明であり，信頼度は低いが将来この

ような地震が発生する長期確率は今後 30 年に

つき 0.06-0.1％，今後 50 年につき 0.1－0.2％

としている． 

（４）山崎断層帯主部の位置及び形状 

山崎断層帯主部は，岡山県美作市から兵庫県

三木市に至る断層帯であり，ほぼ西北西－東南

東方向に一連の断層帯として連なり，全体の長

さは約 79km で，左横ずれが卓越する断層帯であ

る．  

（５）山崎断層帯主部の過去の活動 

山崎断層帯主部北西部の平均的な左横ずれ速

度は約 1m／千年で，最新の活動時期は 868 年播

磨国地震であったと推定される．1 つ前の活動

時期は約 3400 年前以後で約 2900 年以前，活動

時の左横ずれ量は 2－5m で，平均活動間隔は

1800～2300 年であったとしている．また，南東

部の平均的な左横ずれ速度は，0.8m／千年程度

であり，最新の活動時期は 4 世紀以後で，6 世

紀以前と推定され，平均活動間隔は 3900 年程度

とされる． 

（６）山崎断層帯主部の将来の活動 

 山崎断層帯主部北西部では，M7.7 程度の地震

が発生する可能性があり，その時の左横ずれ量

は 2－5m 程度，主部南東部では約 M7.3 で左横

ずれ量は 3m 程度の地震が発生する可能性を指

摘している．なお，山崎断層帯主部の全体が連

動して活動することも考えられ，その場合には

M8.0 程度の地震が発生する可能性があるとし

ている． 

上述のように，那岐山断層帯及び山崎断層帯

主部における地震発生の長期確率には幅がある

が，その最大値をとると，今後 30 年間に大地震

の発生確率は我が国の主な活断層ではやや高い

グループに属するとしている． 

  また，草谷断層の評価についても改訂を加え

ているが，本調査地点から離れており，過去の

活動履歴や活動間隔について信頼性の高いデ－

タは得られていないので，ここでは省略する． 

 なお，地震調査研究推進本部地震調査委員会

（2016）は中国地域の活断層の地域評価を公表

している．当地域は中国地域の特性として 3 区

分した東部区域に属し，各区域の特徴やその区

域内の活断層で発生しうる最大の地震について

検討している． 

 

7．那岐山断層帯とこれに関連する現象の

まとめ 
  活断層研究会編（1991）による「新編日本の

活断層」刊行以降，当域の活断層の詳細位置や

性質についての本格的な調査は行われて来なか

ったと言える．今回の調査は詳しい空中写真類

や地形図類を使用して，活断層の位置情報や運

動様式について特に詳しく取りまとめたもので，

地形面区分や地すべり地形などと共に縮尺 2.5

万分 1 の地図に示すことができた． 

 その結果，那岐山断層帯の詳しい位置や関連

する活断層の性質についても検討することが可

能となった．こうして，分布状態や断層帯の長

さも判明したが，断層の長さは従来の指摘より

短いことが判った． 

しかしながら，当域の近くで発生した 1943 年

鳥取地震（M7.2）や 2000 年鳥取県西部地震（M7.2）

もさほど明瞭な活断層から引き起こされた地震

ではない．地表に現れた地震断層も長さは相対

的に短く，変位地形はかなり不明瞭である．こ

れは当域の地域的な特質を反映しているので，

日本全域の事例から求められた活断層の規模（M）

と長さの関係をそのまま適用することは適切で

はない． 

 山陰地域に分布する活断層に沿って，明治時

代以降に M7 級の地震は数多く発生しているが，

これらを引き起こした活断層の地形は近畿・中

部地域の活断層のそれに比べて明瞭さや累積性

は著しく相違する（岡田，2002）．これら活断層
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の発現時期や累積性は当域で発生する地震に大

きく関与していると思われる．すなわち，山陰

地域で現在生じている地殻運動は第四紀中期以

降と比較的最近の地質時代に発現してきたと考

えられるので，活断層の地形もやや明瞭さを欠

き，その累積性が大きく無いとみなされる． 

 那岐山断層帯の南側に分布する日本原を典型

とする段丘面群は全て扇状地性の地形面である．

これらの北側に発達する那岐山断層崖から供給

された土砂で形成されている．この断層崖地形

がいつ頃から発現したかは山麓に分布する段丘

堆積物の年代から求められる．最古の地形面と

して，小倉（2004）の０面が識別されており，

これは少なくとも 20 数万年前より以前の年代

と推定されている．那岐山断層帯の活動は少な

くともこの時期から開始していたと考えられ，

数多くの段丘面を形成しながら，現在に至ると

みなされる．那岐山断層帯の活動履歴・活動間

隔・変位速度などの性質をさらに詳しく解明す

るためには，南麓域における地形面や第四紀堆

積物の詳細な調査が必要である．
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